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構築方法を示すものとして03があげられる。長il4hJi向の隔が右と左で段差がついているも

のである。青森県irl1[羽(2 )遺跡で[未完成の溝tKピットjの可能性のあるものとして報告され
ている例は、両側を同時に掘り下げて完成する過程を示している。本遺構の場合、(l)rmlif!lJをあ

る程皮掘り下げたあと片側ずつ掘り切る、②片側だけを掘り切ってから残りを掛る、③この形

で完成の状態、の 3つの可能性が:考えられる。本遺跡における地の陥し穴の例からはて③はi1iIJ

除されるであろう。 滋状ピットの形態が細長く という物理的に非常にJ屈りにくいという点

から考えにくいc されたものと解釈したいの

ら検出された権状ピヴトのうち、なんらかの可能性が推定できるものは、以 Lの3

ったり j立構の性格上、 心 りに乏しいため、今i尚!の謝査で

中 ける

、地形及び空挺 らI-!-I世の域館のひとつとされている。調査の結果、空堀

のほかに中tltに属すると思われる遺構及び、遺物が皆f黙という状況であった。ここでは、以十下の

ら遺跡の性格に追ってみたいと考える。すなわち、 (a)歴史的環境、 (bJ地環的J崇境、 (c)

る伝季、 (d)調査で存られた知見の 4l~で、ある

大出市と南外村をう士ける低[lJ地上には、本遺跡のほか六郎沢館、大向館、薬師常館など中世

の域館が分布している。大rf1]舘と薬師堂ti立は大出市から本荘1fTへ抜ける道をはさむように位置

している。一方、その道沿いにある中山集落から分かれて橋両に抜ける道と小出)11をはさむよ

うに六郎沢館と本遺跡が位置している。 i直線i~離にして 1 kmで、ある。六部沢館は、標高120mほ

どの山のよにあり、 30mX23mの主郭とそれを取り 1;1封むように土塁と帝郭が配され、北側に空堀

を有する口大出方面からの敵の侵入を警戒するか、くい止める役呂をもっていたと推定されて

いる。また、本遺跡の南約200mの小山に神社が祭られている。これには綴古

4月23日 われるとしヨう。 は、文政13(1830)年とし寸文字が彫られ

ている オつれてーし 3る円

南南東から北北東に蛇行して流れる小出)11と、東北東から西南西に向かつて流れ小出)11と合

流する中山深[11沢とによって開析され、半島~犬に水田に突き出ている低山地の上に本法跡は立

地する。その山の裾をまわるように市道大知j線が通っている口遺跡からは、浮jの中山方面、西

の六部沢館、北の檎岡方面への跳望がたいへん良し」また、中!lJ深山沢は水量の豊富な清流で

あるため、生活用水のほか本田耕作に利用されている。このあたりの水田は、いわゆる
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であるため水婦の収量はやや落ちるものの、きれいな沢水がおいしい米を作ると言われている。

沢水はおき山地区のほかに西村地区にも引かれており、小111)11の水の利用度は抵い傾向にある。

(c )Jili元に残る

本遺跡;の立地するI11を、地元の人は「館のIIIJと らわ Lており、7.k田をめぐって小IB

JIIのrrj]こうのI!!(六日ji沢長nと推定される)との間で争いがあったこと。また、「館の!llJ領1]
両方面に行く場合に、ノトtHJlliüしミの道を通ると六日[~1J{自立のほうに知られてしまうので、逆に深

UJ沢のほうの山道を手iJJ召したという

(dl謝奇で{♀られたJLI見

を1mくことカミできたの

今回 る温存きと考えられたものは、

たものと を l~普段~犬に主主り

ノヤ煩;1夫に れ

り出

しているものであった 2 当初は郭でないかと推定されたが、戦後につくられた段々畑であるこ

とが判 r!J~した円読者のi七万Ji は三京1WJ から入ってしミる小さい尾根の出 íWJ にそれと平行するように

している口等高線とはほぼi主交する関係にある。台j告の端から端を;貫いてひとつの!豆油i出

をつくるといったものでなく、掘の西端はダラダラと立ち上がり、白押なの}也7fZに吸11又されてし

まっている口東部については、次第に浅くなっていっているのが観察され、調査区外で、向然主ili

形に吸収されてしまうものと推定される口しかし、そのさらに東鱒

まりきらずに続いているのが現地を

一沿ってi福5.~ 7 m 

ミてみてわかったり断面

3 筒所で行ったが、十j 間断 L~ji 図からわかるように、自然営)j によるす恭子守けてい

る。すなわち、 2~掘の南側(右)の慢は崩落によってオーバーハングしており、北側(左)の

壁は雨水等の侵食によって吉りられ、緩い傾斜で、ずにち上がる己このことは、

してつくられ、かつ北側に尾根があるという地形の影響であろう。 3筒所の断面図のうち C

Dの[f!rlm図をみると、他のi折面より原形を比i絞的良くとどめていることカfわかる。これによる

と、本来の断面形は逆台形を呈していたことが推測できる口

以上十点について述べてきたが、 (a)-(c)については相互に関連を有し、本遺跡が館として

最適の立地であり、7}(の豊富な本田をめぐり争い合ったということは容易にうなずけるもので

あろう。 (d)からは、 7R堀がii根鈍からの自然骨力により変形を受けていること口さらに調

区外京測に空射が控IT続しながら絞I".iていることが明らかになった。

ここでは、以上の点をふまえて次のように考える。調査区は、石神遺跡の凶の端にあたるこ

と。今回調査された空堀のさらに東側に空堀らしい落ち込みが観察されたことなどから、館の

あるのではないかと推定される。これは第21国から明らか

なように、標高120mにある六郎沢鉛から襟高801日の本遺跡の西の端が手に取るように見えるこ

とからも、十分考えられるものと思われる。
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第20図 石神遺跡・六部沢館立地関係留 (1 : 5(00) 

(長!:1 ) 田村壮一 「陥し穴;1丈遺稿の形態と時期についてJ r紀要j 可 (!!J)計手県文化振興

事業団埋蔵文化l!ナセンタ 1987(昭和62年) P.25 

(註 2) 霧ケ i王遺跡調査同 f霧ケ i王j 武蔵野美街大1711考古学研究会 1973 (昭和48年)

(註 3) 青森県教育委員会 下iニケ沢(3 )遺跡j 青森県丈化財調査報告書:第86集

1984 (昭和59年) P.215 

(註4) 青森県教育委員会 日中間(2 )遺跡j 青森県;fIj!.議文化財調査報計芹第101集

1986 (昭和61年) P.214 

(註 5) 長山幹}L ~.南外村の城と館j 南外村郷土史資料 1987 (niH1162年) P.47 
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